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編集委員長　竹　下　盛　重

2023年５月，Covid-19感染が感染症法の２類より５類に移行し，医療状況は大きく様変わりしました．待ちに待った
解禁日みたいな感覚ですが，やはり国民は慎重であり，病院，介護施設は厳しい体制を敷いています．これも慎重派，
横並派が多い日本ならではの対応と思いますが，それでも自由度がかなり上がり，うれしい限りです．本年の連合会総
会で懇親会があるか不明ですが，おいおい懇親会等が催されることと思います．やはり，対面での総会や懇親会での話
合いはより深い理解や関係性が出来上がるものと思います．さて，お知らせが十分ではなかったかと思いますが，本年
度から，教育委員会が投稿いただいた論文の中から優秀論文賞の選定を行うことが決定しました．選ばれた方々には大
きな励みになると思われます．今後，より良い論文（原著，症例報告）が集まり，本学会，また本学会誌がよりレベル
が高い状態につながることと確信しております．今でも可能ですが，近い将来には，他細胞診雑誌と同様に自由に投稿
ができるような学会誌につながればよいかと考えております．本年も本学会誌には，多数の論文（総説２編，原著６編，
症例報告10編，短報４編）を投稿いただきました．皆様のご協力の賜物であるとともに，本報告が多くの医療関係者に
とってより身近な形で目に触れ，日々の糧，知識の積み重ねにつながれば幸いと思います．これからも，読者に耐ええ
る質の高い報告の手助けを目指します．また，もう少し早めの刊行が出来るように努めてまいります．
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